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令和４年度の取組に係る進捗状況等
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
1 第３２軍司令部壕保存・公開検
討委員会
※２回開催予定

2 第３２軍司令部壕保存・公開検
討委員会検討グループ会議
(1)平和発信・継承検討
(2)技術検討
※各２回開催予定

3 詳細調査
(1)未発掘区間調査
 （第１坑口、第１坑道）
(2)第２・３・５坑道内地質観察
(3)地下水等調査

4 第５坑口 用地取得

5 情報発信

実施項目

知
事
へ
の
提
言

第６回会合

11/21開催
第７回会合

2/10予定

平和発信・継承

グループ会議①

9/12開催

鑑定評価 補正予算要求

10/18議決 売買契約・所有権移転 11/10

・ポータルサイトの開設準備期間

安全対策 12月下旬開始

技術検討

グループ会議①

9/20開催

未発掘区間（第１坑口、第１坑道）

物理探査・ボーリング調査等

8月下旬開始

第２・３・５坑道

坑道内地質観察

10月初旬開始

地下水調査（地下水分布把握壕内水没メカニズムの把握） 7月初旬開始

地下水位等モニタリング

探査結果のとりまとめ
関係機関等

議題の整理、各委員と

議題の整理、各委員との 各委員との調整

各委員との調整

提
言
（案
）作
成
・調
整

・庁内調整

・各種準備

調査業務委託契

約に係る

準備期間

会議支援

契約に係る

準備期間

庁内手続き

平和発信・継承

グループ会議②

1/27開催

技術検討

グループ会議②

2/3開催

・ポータルサイト開設に向けた作業 １１月下旬契約

・デジタル技術を活用した情報発信方法の検討

・詳細調査実施状況等の発信

調査結果のとりまとめ

★中間報告

探査結果のとりまとめ

★結果報告

★中間報告

令和４年度スケジュール（案）



提言たたき台作成
（事務局）

提言の構成及び項目（たたき台）を作成
各項目にこれまでの委員会での意見、詳細調査中間報告等を盛り込んで整理

意見聴取
（事務局）

提言素案作成
（事務局）

検討グループ(Ｇ)、委員会の前後に委員から意見聴取(9～12月頃)

意見聴取結果をもとに、素案を作成

提言策定
委員会において策定した提言を、委員長から知事へ手交

提言策定に係る作業イメージ(案)

これまでの委員会
での調査・検討

文化財指定について
ロードマップについて
文献調査について
壕内外の基礎調査・詳細調査計画について

検討Ｇ(8月頃）
委員会(9～11月頃)

検討グループ(Ｇ)において提言たたき台をもとに議論し、委員会へ報告
検討グループ(Ｇ)からの報告を受け、委員会において意見とりまとめ

検討Ｇ(1月頃）
委員会(2月頃)

検討グループ(Ｇ)において提言の素案を検討し、委員会へ報告
検討グループ(Ｇ)からの報告を受け、委員会において意見を取りまとめ
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現在(1/27)はここ



第６回会合の開催状況について
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第32軍司令部壕保存・公開検討委員会 第６回会合

開催日：11月21日（月）

１ 報告事項
⑴令和４年度の取組に係る進捗状況等について
⑵意見交換・質疑応答

３ 主な委員意見
⑴32軍壕を平和学習だけでなく地形・地質学的な学びなど広い視点で利活用すると、壕の性
格が薄れないか懸念がある

⑵壕を公開する目的は第一義的には平和教育だが、ここに壕ができたことも地形などの自然
条件との繋がりがあるので、戦争の歴史を理解する上でもその周辺を理解すると非常に基
礎が深まると思われる

⑶ロードマップは必要。公開以降もやることはたくさんある。令和８年を目指すだけでなく
中間についても、調査結果次第だと思うがもう少し具体的に

⑷予算が肝心。財源的な裏付けがないと計画の進捗は図れないのではないか
⑸公開までに時間がかかるので、中間でも広報することは非常に重要
⑹提言が終わってからもこの体制を何らかのかたちで継続してほしいので、今後の課題とし
て「推進体制の強化」を追加してほしい

２ 議事事項
⑴保存・公開に向けた提言の策定について
⑵意見交換・質疑応答


